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へき地医療拠点病院の新規指定について（清水さくら病院）

１ 概要

独立行政法人地域医療機能推進機構桜ヶ丘病院（以下「桜ヶ丘病院」という。）は、

静岡市清水区袖師町に移転し、令和７年３月１日付けで独立行政法人地域医療機能

推進機構清水さくら病院（以下「清水さくら病院」という。）として開院する。

桜ヶ丘病院からへき地医療拠点病院の辞退届の提出及び新病院である清水さく

ら病院の新規指定の申請があったため、当該病院のへき地医療拠点病院指定につい

て、静岡地域医療協議会の意見を伺う。

※医療法に基づく桜ヶ丘病院の廃止及び清水さくら病院の開設の手続きをしている。

２ 指定要件（へき地保健医療対策等実施要綱、へき地の医療体制構築に係る指針）

無医地区及び準無医地区を対象として、へき地医療支援機構の指導・調整の下

に、必須事業（巡回診療、医師派遣、代診医派遣）のいずれかを実施した実績を

有する又は当該年度に実施できると認められる病院をへき地医療拠点病院として

指定する。（要綱 2(3)）

巡回診療、医師派遣、代診医派遣を、月１回以上又は年 12 回以上実施すること

が望ましい。（指針第 2 2(3)②）

３ 実施事業

清水さくら病院では、引き続き、へき地診療所（井川診療所）への医師派遣を年

12回実施する計画である。

４ 清水さくら病院が行う井川診療所への医師派遣の概要

必須事業（要綱 2(4)） 要件 桜ヶ丘病院 清水さくら病院

巡回診療等によるへき地住民の医療確保に

関すること
12 回／年 ― ―

へき地診療所等への医師派遣（代診医等の派遣を含む）

及び技術指導、援助に関すること
12 回／年

医師派遣

（井川診療所）

12 回／年

医師派遣

（井川診療所）

12 回／年

遠隔医療等の各種診療支援に関すること １回／年 ― ―

派遣開始時期 令和７年３月

派遣回数
月１回程度

延べ１２回程度予定

派遣医師の診療科 内科
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５ 井川診療所の概要（へき地診療所）

６ 井川地区の状況

７ 清水さくら病院の概要

８ 今後のスケジュール

名称 静岡市国民健康保険井川診療所

所在地 静岡市葵区井川 1133-2

開設者 静岡市

診療科目 内科・小児科・外科・歯科

病床数 ２床

勤務医師数 常勤１人（令和６年４月時点）

診療日 月・火・水・木・金・土

代診医受入状況
県立総合病院 令和４年度 11回

令和５年は実績無し

地区名 井川地区 備考

総世帯数、人口 161 世帯、247 人 令和６年９月末時点

高齢化率 56.8％ 令和６年 12 月末時点

最も近い医療機関からの距離 38km 玉川診療所（内科）

名称 清水さくら病院

所在地 静岡市清水区袖師町 2001 番地

開設者 独立行政法人地域医療機能推進機構

診療科目
内科、外科、整形外科、泌尿器科、眼科、

歯科口腔外科、放射線科、甲状腺科

病床数 159 床（一般：199 床、療養：０床、精神：０床）

月 日 内 容

１月 31 日(金) へき地医療拠点病院指定申請書の提出

２月 12 日(水) 静岡地域医療協議会

２月 20 日(木) へき地医療支援計画推進会議

２月 20 日（木） 厚生労働省へ相談

～２月 28 日（金） 厚生労働省より回答

３月１日（土） へき地医療拠点病院として指定（県）

３月 18 日(火) 医療審議会へ報告

P8



へき地診療所への位置づけについて

１ 概要

本市が所有している山間地診療所のうち梅ヶ島診療所及び清水両河内診療所

が、へき地診療所の認定基準を満たす見込みであるため、同診療所の認定につ

いて協議する。

２ 診療所の概要

病院名 梅ヶ島診療所

所在地 葵区梅ヶ島 1326 番地

開設者 医療法人社団龍翔襄司会瀧浪医院

管理者 瀧浪 愼介

診療科目 内科、リウマチ科、アレルギー科

診療時間
月 9:00～12:00、14:00～17:00 火 9:00～12:00

金 9:00～12:00、14:00～17:00

病院名 清水両河内診療所

所在地 清水区和田島 693 番地の１

開設者 医療法人社団真樹会

管理者 小豆原 秀貴

診療科目 内科、脳神経外科、外科

診療時間

月 9:00～12:00、14:30～17:30

火 9:00～12:00、15:30～17:30

水 14:30～17:30 木 9:00～12:00、14:30～17:30

金 9:00～12:00、14:30～17:30 土 9:00～12:00

資料２
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３ 設置基準に関する状況

へき地保健医療対策等実施要綱のへき地診療所設置基準は、新設を想定して

おり、既設の場合は基準ウ「無医地区等においてへき地診療所の設置が必要と

都道府県知事が判断した地区に設置する」により判断することとなる。

この点について、下記のとおり梅ヶ島診療所・清水両河内診療所ともに、当

該既設の診療所がなければ、無医地区等（無医地区に準ずる地区を含む）とな

ることから、「無医地区等」の要件に合致しており、医療機関が容易に利用で

きない地域住民の医療確保を行うへき地診療所の設置目的とも合致している。

４ その他参考事項

５ 地域医療計画への掲載

上記２、３の事項から、梅ヶ島診療所・清水両河内診療所をへき地診療所

として認定することは適切であると判断されるため、地域医療計画にへき地

診療所として、梅ヶ島診療所及び清水両河内診療所を追加する。

６ 今後のスケジュール

地域医療課による手続き

・へき地医療支援計画推進会議での協議（令和７年２月 20 日実施予定）

梅ヶ島地区 清水両河内地区

無医地区の要件に合致

・半径４㎞の区域内に 50 人以上が

居住している地区であって、かつ容

易に医療機関を利用することがで

きない地区である

⇒地区の住民が医療機関（大河内診

療所）まで行くために利用すること

ができる定期交通機関はあるが、１

日３往復以下

準無医地区の要件に合致

・半径４km の地区内に診療機関はあ

るが眼科、耳鼻いんこう科などの特

定の診療科目がないため、特定診療

科について巡回診療等が必要であ

る

⇒松下医院（眼科、耳鼻いんこう

科などの特定の診療科目がな

い）

梅ヶ島診療所 清水両河内診療所

Ｒ５診療実績 延べ患者数 2,319 人

１日当たり 19人

延べ患者数 11,026 人

１日当たり 45 人

訪問診療 往診・訪問診療を実施している
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1

参考１ へき地診療所の設置基準ア～ウ

へき地診療所 設置基準

ア へき地診療所を設置しようとする場所を中心としておおむね半径４㎞の区域内に他に医療
機関がなく、その区域内の人口が原則として人口１，０００人以上であり、かつ、診療所の
設置予定地から最寄りの医療機関まで通常の交通機関を利用して（通常の交通機関を利用で
きない場合は徒歩で）３０分以上要するものであること。

イ 次に掲げる地域で、かつ、医療機関のない離島（以下「無医島」という。）のうち、人口が
原則として３００人以上、１，０００人未満の離島に設置するものであること。

（ア） 離島振興法（昭和２８年法律第７２号）第２条第１項の規定により離島振興対策
実施地域として指定された「離島の地域」

（イ）奄美群島振興開発特別措置法（昭和２９年法律第１８９号）第１条に規定する「奄
美群島（鹿児島県奄美市及び大島郡の区域）」

（ウ） 小笠原諸島振興開発特別措置法（昭和４４年法律第７９号）第４条第１項に規定
する「小笠原諸島」

（エ） 沖縄振興特別措置法（平成１４年法律第１４号）第３条第３号に規定する「離島」

ウ 上記のほか、無医地区等においてへき地診療所の設置が必要と都道府県知事が判断した地
区に設置する。

参考
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2

参考２ 無医地区 要件

要件 梅ヶ島地区 清水両河内地区

医療機関のない地域で、当該地区の中

心的な場所を起点として、おおむね半径

４㎞の区域内に50 人以上が居住してい

る地区であって、かつ容易に医療機関を

利用することができない地区

※容易に医療機関を利用することがで

きないとは以下（ア）～（ウ）のいずれ

か

（ア）地区の住民が医療機関まで行くた

めに利用することができる定期交通

機関がない場合。

（イ）地区の住民が医療機関まで行くた

めに利用することができる定期交通

機関はあるが、１日３往復以下である

か、または４往復以上であるが、これ

を利用しても医療機関まで行くため

に必要な時間（徒歩が必要である場合

は徒歩に必要な時間を含む。）が１時

間をこえる場合。

（ウ）ただし、上記（ア）または（イ）

に該当する場合であっても、タクシ

ー、自家用車（船）の普及状況、医師

の往診の状況等により、受療するこ

とが容易であると認められる場合

は除く（たとえば、道路事情（舗装状

況、幅員等）、地理的条件（都市の郊外

的存在）、近在医師の往診が容易

である等医療機関がないことについ

て、住民の不便、不安感がないという

ような事情を考慮して判断するこ

と。）。

・半径４km内人口：235 人

・最寄り医療機関：大河内

診療所

距離：11.34km

定期交通機関：バス

（往路）

7：36、10：47、13：32、

16：01、18：27

（復路）

9：05、11：38、13：38、

15：23

所要時間：26 分

※往路の 16:01、18:27 に

ついては、帰りのバスが

ないため３往復

・ 半 径 ４ km 内 人 口 ：

4,632 人

・最寄り医療機関：松下医

院

距離：3.44km

定期交通機関：バス

15往復

（往路）:１７便

（復路）：１５便

所要時間：16分

要件非該当

要件該当
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参考３ 無医地区に準じる無医地区 要件 （ア～オのいずれかに該当する場合）

参考４ へき地診療所の設置目的

無医地区及び無医地区に準じる地区又は無歯科医地区及び無歯科医地区に準じる地区に

おいて診療所を整備運営することにより、地域住民の医療を確保することを目的とする。

要件 清水両河内地区

ア 半径４㎞の地区内の人口が 50 人未満で、

かつ、山、谷、海などで断絶されていて、容

易に医療機関を利用することができないた

め、巡回診療等が必要である。

半径４km内人口 4,632 人

イ 半径４kmの地区内に医療機関はあるが、
診療日数が少ないか（概ね３日以下）又は診
療時間が短い（概ね４時間以下）ため、巡回
診療等が必要である。

最寄り医療機関：松下医院

距離：3.44km

診療日数：６日

診療時間：月～金 5.5 時間

土 3.5 時間

ウ 半径４kmの地区内に診療機関はあるが眼
科、耳鼻いんこう科などの特定の診療科目
がないため、特定診療科について巡回診療
等が必要である。

最寄り医療機関：松下医院

距離：3.44km

診療科：内科、外科、消化器科、整形外科

※清水両河内診療所

⇒内科、外科、脳神経外科

エ 地区の住民が医療機関まで行くために利

用することができる定期交通機関があり、

かつ、１日４往復以上あり、また、所要時間

が１時間未満であるが、運行している時間

帯が朝夕に集中していて、住民が医療機関

を利用することに不便なため、巡回診療等

が必要である。

定期交通機関：バス 15 往復

往路:１７便

（6:00～18:00 １時間に１便か２便）

復路：１５便

（7:00～18:00 １時間に１便か２便）

オ 豪雪地帯等において冬期間は定期交通機

関が運行されない、又は極端に運行数が少

なくなり、住民が不安感を持つため、巡回診

療等が必要である。

豪雪地帯等でない

要件非該当

要件非該当

要件該当

要件非該当

要件非該当
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静岡県保健医療計画に記載する医療機関の変更について（追加・削除・変更）

＜Ⅰ がん＞

（１）集学的治療【変更なし７】

がんの「集学的治療」を担う医療機関（病院）

（在宅緩和ケア①）

がんの「在宅緩和ケア」を担う医療機関（病院（緩和ケア病床を有する））【追加１】

掲載する医療機関については、以下の項目について全ての項目に対応可能の場合に掲載する。1

項目でも対応できない場合は、削除となります。

動向 医療機関名 所在地 備考

静岡県立こども病院 葵区漆山 860

静岡県立総合病院 葵区北安東４丁目 27番１号

静岡市立静岡病院 葵区追手町 10番 93 号

静岡赤十字病院 葵区追手町８番２号

静岡済生会総合病院 駿河区小鹿１丁目１番１号

静岡市立清水病院 清水区宮加三 1231 番地

JA 静岡厚生連清水厚生病院 清水区庵原 578-１

動向 医療機関名 所在地 備考

追加静岡市立清水病院 清水区宮加三 1231 番地 要件を満たしているため

緩和ケア

専門的な緩和ケアが 24 時間実施可能（緩和ケア病棟を有する）

緩和ケア病棟入院料届出医療機関
○

がんと診断された時から患者とその家族等に対して全人的な緩和

ケアが実施可能（必要な緩和ケアチームや外来での緩和ケア提供

体制等の整備を含む）

○

がん診療機能を有する医療機関等と、診療情報や治療計画を共有

するなど、連携（地域連携クリティカルパス含む）
○

連携先

資料３
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がんの「在宅緩和ケア」を担う医療機関（病院（在宅医療））【変更なし１・追加２】

掲載する医療機関については、以下の項目について全ての項目に対応可能の場合に掲載する。1

項目でも対応できない場合は、削除となります。

（２）在宅緩和ケア②

がんの「在宅緩和ケア」を担う医療機関（診療所）【変更なし 42・追加 12・削除６】

〈掲載医療機関〉

動向 医療機関名 所在地 備考

JA 静岡厚生連清水厚生病院 清水区庵原 578-１

追加 JA 静岡厚生連静岡厚生病院 葵区北番町 23番地 要件を満たしているため

追加白萩病院 駿河区西大谷 16-１ 要件を満たしているため

区分 医療機関に求められる事項
対応

（○・×）

緩和ケア

（在宅医

療）

24 時間対応が可能な在宅医療を提供可能 ○

がん疼痛等に対する緩和ケアが実施可能 ○

看取りを含めた人生の最終段階におけるケアを 24 時間体制で提供

可能
○

がん診療機能を有する医療機関等と、診療情報や治療計画を共有

するなど、連携（地域連携クリティカルパスを含む）
○

連携先

医療用麻薬を提供可能 ○

動向 医療機関名 所在地 備考

大川診療所 葵区坂ノ上 615

袴田外科医院 葵区籠上 13-20

山本内科医院 葵区川合３-13-11

まつとみクリニック 葵区上伝馬 23-18

森田クリニック 葵区上足洗４-１-７

美和クリニック 葵区足久保口組 127-７

ひびのクリニック 葵区大岩本町 25-15

かどまクリニック 葵区平和１丁目３-65 友孝マンション 103

小澤内科胃腸科 葵区瀬名川１丁目 29-32
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鈴木内科医院 葵区安倍口新田 526-３

内科 胃腸器科 八木医院 葵区籠上 28-24

長谷通りクリニック 葵区安東１-21-９

秋田内科・呼吸器内科 葵区籠上 12-41

つどいのおかクリニック 葵区本通西町 39

服部クリニック 葵区羽鳥５-７-30

松浦内科 葵区水落町 12-14

平野医院 葵区昭和町５番地の５

青山医院 葵区北１-10-18

静岡サニーメディカルクリニック 葵区南安倍１-６-10JS オフィスビル５階

かげやま医院 葵区相生町９番５号

秋山クリニック 駿河区八幡１-２-25

杉山医院（登呂） 駿河区登呂５丁目４の１

杉山医院（泉町） 駿河区泉町４番５号

宮田医院 駿河区国吉田４-24-17

とやまクリニック 駿河区東新田三丁目 32 番９号

岡本外科クリニック 駿河区曲金４-７-３

ふれあいクリニック 駿河区東新田１-１-33

岩はし内科医院 駿河区丸子二丁目２番８-５

板井クリニック 駿河区曲金七丁目７番 19 号

東静岡クリニック 駿河区曲金７-８-10 １階

あおぞら診療所しずおか 駿河区曲金６-10-14 ５階

東新田福地診療院 駿河区東新田５-16-10

みやざき内科 駿河区みずほ５-14-13

たんぽぽ診療所 駿河区中吉田 26-16

磯貝医院 清水区草薙１丁目 15 番 23 号

眞内科クリニック 清水区入江南町９-24

宗内科医院 清水区草薙 139

清水城西クリニック 清水区山原 320-13

松下医院 清水区但沼町 1317-２

葵東クリニック 葵区東千代田一丁目７番８号メゾン・サンロード１階

渡辺内科医院（清水区） 清水区上清水町 11 番 18 号

静岡ホームクリニック 駿河区中田４-６-１ １階
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掲載する医療機関については、以下の項目について全ての項目に対応可能の場合に掲載する。

1項目でも対応できない場合は、削除となります。

追加 有原医院 清水区三保 915-２ 指定要件を満たしているため

追加 近藤医院 静岡市駿河区手越 310 指定要件を満たしているため

追加 あしたば診療所 駿河区中島 1687-２ 指定要件を満たしているため

追加 あさり内科クリニック 清水区村松原３丁目３-10 指定要件を満たしているため

追加 山崎医院 駿河区新川１丁目 19番５号 指定要件を満たしているため

追加 佐々木ハートクリニック 葵区南瀬名町 26-39 指定要件を満たしているため

追加 静岡駅南口クリニック 駿河区南町 18-２サウスポットガーデン１F 指定要件を満たしているため

追加 塩川八幡ヒルズクリニック 駿河区八幡５-32-10 指定要件を満たしているため

追加 原田医院 駿河区中村町 73-12 指定要件を満たしているため

追加 あうるクリニック東海 駿河区みずほ５-３-１ 指定要件を満たしているため

追加 中之郷クリニック 清水区中之郷１-１-16 指定要件を満たしているため

追加 トータルサポートクリニック静岡 駿河区八幡１丁目２番１２ＴＳＫビル八幡 301 指定要件を満たしているため

削除北村医院内科 葵区一番町９ 指定要件を満たしていないため

削除ゆずの木町内科・循環器科 葵区柚木町２ 指定要件を満たしていないため

削除横山内科循環器科医院 葵区幸町 25 番地の３ 指定要件を満たしていないため

削除きくち内科医院 駿河区新川２-８-３ 指定要件を満たしていないため

削除柴山クリニック 駿河区登呂５丁目 11番９号 指定要件を満たしていないため

削除飯山内科クリニック 駿河区小黒２-９-13 指定要件を満たしていないため

区分 医療機関に求められる事項
対応

（○・×）

緩和ケア

（在宅医療）

24 時間対応が可能な在宅医療を提供可能 ○

がん疼痛等に対する緩和ケアが実施可能 ○

看取りを含めた人生の最終段階におけるケアを 24

時間体制で提供可能
○

がん診療機能を有する医療機関等と、診療情報や

治療計画を共有するなど、連携（地域連携クリティカ

ルパスを含む）

○

連携先

医療用麻薬を提供可能 ○
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＜Ⅱ 脳卒中＞

（１）救急医療

脳卒中の「救急医療」を担う医療機関 【変更なし５】

（２）身体機能を回復させるリハビリテーション

脳卒中の「身体機能を回復させるリハビリテーション」を担う医療機関【変更なし11・追加３・削除１】

掲載する医療機関については、以下の項目について全ての項目に対応可能の場合に掲載する。1

項目でも対応できない場合は、削除となります。

動向 医療機関名 所在地 備考

静岡県立総合病院 葵区北安東４丁目 27番１号

静岡市立静岡病院 葵区追手町 10番 93 号

静岡赤十字病院 葵区追手町８番２号

静岡済生会総合病院 駿河区小鹿１丁目１番１号

静岡市立清水病院 清水区宮加三 1231 番地

動向 医療機関名 所在地 備考

静岡県立総合病院 葵区北安東４丁目 27番１号

静岡市立静岡病院 葵区追手町 10番 93 号

JA 静岡厚生連静岡厚生病院 葵区北番町 23番地

静岡赤十字病院 葵区追手町８番２号

城西クリニック 葵区新富町５丁目７番地の６

静岡済生会総合病院 駿河区小鹿１丁目１番１号

静岡市立清水病院 清水区宮加三 1231 番地

静岡リハビリテーション病院 葵区新間 318 番地の１

しずおか整形外科病院 葵区柚木 90-１

静岡徳洲会病院 駿河区下川原南 11-１

静清リハビリテーション病院 葵区春日２-12-25

追加 静岡県立こども病院 葵区漆山 860 指定要件を満たしているため

追加 白萩病院 静岡市駿河区西大谷 16-１ 指定要件を満たしているため

追加 山の上病院 静岡市清水区草ケ谷 651-７ 指定要件を満たしているため

削除 桜ヶ丘病院 清水区桜が丘町 13-23 要件を満たしていないため
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（３）在宅療養の支援

脳卒中の「在宅療養の支援」を担う医療機関 【変更なし 69・追加４・削除９】

〈掲載医療機関〉

区分 医療機関に求められる事項
対応

（○・×）

身体機

能を回

復させ

るリハ

ビリテ

ーショ

ン

再発予防の治療（抗血小板療法、抗凝固療法等）、基礎疾患・危険因子

の管理及び抑うつ状態や認知症などの脳卒中後の様々な合併症への対応

が可能

○

失語、高次脳機能障害（記憶障害、注意障害等）、嚥下障害、歩行障害

などの機能障害の改善及び ADL の向上を目的とした、理学療法、作業療

法、言語聴覚療法等のリハビリテーションが専門医療スタッフにより集

中的に実施可能（次の①又は②に該当）次の①、②の該当するものに＜○＞を

対応欄に記入してください。

○

① 回復期リハビリテーション病棟入院料届出医療機関

② 脳血管疾患等リハビリテーション料Ⅰ届出医療機関 ○

合併症の中でも、特に誤嚥性肺炎の予防のために、口腔管理を実施する

病院内の歯科や歯科医療機関等を含め、多職種間で連携して対策を図っ

ている。

連携先

急性期の医療機関及び維持期・生活期の医療機関等と診療情報やリハビ

リテーションを含む治療計画を共有するなどして連携している。
○

連携先

動向 医療機関名 所在地 備考

袴田外科医院 葵区籠上 13-20

松浦内科 葵区水落町 12-14

小児科内科 杉山医院 葵区瀬名川２丁目 23-21

内科杉山医院 葵区水道町 10-５

山本内科医院 葵区川合３-13-11

横山内科循環器科医院 葵区幸町 25 番地の３

城西クリニック 葵区新富町５丁目７番地の６

まつとみクリニック 葵区上伝馬 23-18

森田クリニック 葵区上足洗４-１-７

かげやま医院 葵区相生町９番５号
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さそう内科・呼吸器科クリニック 葵区大鋸町２-５

佐々木ハートクリニック 葵区南瀬名町 26-39

鈴木内科医院 葵区安倍口新田 526-３

内科胃腸科 八木医院 葵区籠上 28-24

ゆずの木町内科・循環器科 葵区柚木町２

小澤内科胃腸科 葵区瀬名川１丁目 29-32

かどまクリニック 葵区平和１丁目３-65 友孝マンション 103

長谷通りクリニック 葵区安東１-21-９

静岡サニーメディカルクリニック葵区南安倍１-６-10JS オフィスビル５階

秋田内科・呼吸器内科 葵区籠上 12-41

青山医院 葵区北１-10-18

つどいのおかクリニック 葵区本通西町 39

服部クリニック 葵区羽鳥５-７-30

大川診療所 葵区坂ノ上 615

ひびのクリニック 葵区大岩本町 25-15

平野医院 葵区昭和町５番地の５

内科・循環器内科鏑木医院 葵区岳美 15-50

秋山クリニック 駿河区八幡１-２-25

杉山医院（泉町） 駿河区泉町４番５号

近藤医院 駿河区手越 310

杉山医院（登呂） 駿河区登呂５丁目４の１

東新田福地診療院 駿河区東新田５-16-10

きくち内科医院 駿河区新川２-８-３

宮田医院 駿河区国吉田４-24-17

ごんクリニック 駿河区高松２-５-18

ふれあいクリニック 駿河区東新田１-１-33

堀田内科医院 駿河区宮竹１-４-７

塩川八幡ヒルズクリニック 駿河区八幡５-32-10

たんぽぽ診療所 駿河区中吉田 26-16

三神医院 駿河区西大谷４-４

岡本外科クリニック 駿河区曲金４-７-３

原田医院 駿河区中村町 73-12

飯山内科クリニック 駿河区小黒２-９-13
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岩はし内科医院 駿河区丸子二丁目２番８-５

柴山クリニック 駿河区登呂５丁目 11 番９号

板井クリニック 駿河区曲金七丁目７番 19 号

あおぞら診療所しずおか 駿河区曲金６-10-14 ５階

とやまクリニック 駿河区東新田三丁目 32番９号

みやざき内科 駿河区みずほ５-14-23

山崎医院 駿河区新川１丁目 19 番５号

静岡駅南口クリニック 駿河区南町 18-２サウスポットガーデン１F

磯貝医院 清水区草薙１丁目 15 番 23 号

有原医院 清水区三保 915-２

渡辺内科医院（清水区） 清水区上清水町 11 番 18 号

吉永医院 清水区江尻東１丁目１番 38 号

眞内科クリニック 清水区入江南町９-24

宗内科医院 清水区草薙 139

ないとう内科・循環器内科 清水区押切 2380

福地外科循環器科医院 清水区七ツ新屋２丁目４番 15号

清水両河内診療所 清水区和田島 693-１

五十嵐医院 清水区蒲原３-11-13

松下医院 清水区但沼町 1317-２

清水城西クリニック 清水区山原 320-13

浦島クリニック新院 清水区押切 1456 番地

美和クリニック 葵区足久保口組 127－７

白鳥内科医院 葵区片羽町 58

葵東クリニック 葵区東千代田一丁目７番８号メゾン・サンロード１階

あしたば診療所 駿河区中島 1687-２

ぴゅあクリニック 駿河区登呂三丁目３番１号

追加 上足洗内科クリニック 葵区上足洗１-２-35 指定要件を満たしているため

追加 あさり内科クリニック 清水区村松原３丁目３-10 指定要件を満たしているため

追加 静岡ホームクリニック 駿河区中田４-６-１ １階 指定要件を満たしているため

追加 中之郷クリニック 清水区中之郷１-１-16 指定要件を満たしているため

削除 北村医院内科 葵区一番町９ 要件を満たしていないため

削除 あきやま呼吸器クリニック 葵区呉服町２-２-30 要件を満たしていないため
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掲載する医療機関については、以下の項目について全ての項目に対応可能の場合に掲載する。1

項目でも対応できない場合は、削除となります。

＜Ⅲ 心筋梗塞等の心血管疾患＞

心血管疾患の「急性期医療」を担う医療機関 【変更なし３】

削除 望月内科消化器内科クリニック 葵区新伝馬１-11-23 要件を満たしていないため

削除 ときわ公園クリニック 葵区常磐町３-６-14 要件を満たしていないため

削除 高野外科胃腸科医院 駿河区中田１丁目７番 11 号 要件を満たしていないため

削除 えのもと循環器科・内科 葵区安西１-75 要件を満たしていないため

削除 駿府こころのクリニック 葵区籠上 12 番 55 号 要件を満たしていないため

削除 わたなべクリニック 駿河区南町６-16-104 要件を満たしていないため

削除 あうるクリニック東海 駿河区みずほ５-３-１ 要件を満たしていないため

区分 医療機関に求められる事項 対応

生活の場

における

療養支援

【在宅療養支援診療所届出医療機関】

患者家族の要請により、24 時間往診又は訪問看護を行う体制

を確保していること。

○

希望する患者に看取りを行う。 ○

急性期あるいは回復期、維持期の医療機関や介護保険事業者等

と、診療情報やリハビリテーションを含む治療計画を共有する

などして連携している。

○

動向 医療機関名 所在地 備考

静岡県立総合病院 葵区北安東４丁目 27番１号

静岡市立静岡病院 葵区追手町 10番 93 号

静岡済生会総合病院 駿河区小鹿１丁目１番１号
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＜Ⅳ 糖尿病＞

糖尿病の「専門治療・急性増悪時治療」を担う医療機関 【変更なし７】

＜Ⅵ 精神疾患＞

精神疾患の「身体合併症治療」を担う医療機関 【変更なし７・追加１】

動向 医療機関名 所在地 備考

静岡県立総合病院 葵区北安東４丁目 27 番１号

静岡県立こども病院 葵区漆山 860

静岡市立静岡病院 葵区追手町 10 番 93 号

静岡赤十字病院 葵区追手町８番２号

JA 静岡厚生連静岡厚生病院 葵区北番町 23 番地

静岡済生会総合病院 駿河区小鹿１丁目１番１号

静岡徳洲会病院 駿河区下川原南 11番１号

動向 医療機関名 所在地 備考

静岡県立こども病院 葵区漆山 860

静岡県立総合病院 葵区北安東４丁目 27 番１号

静岡市立静岡病院 葵区追手町 10 番 93 号

静岡赤十字病院 葵区追手町８番２号

静岡済生会総合病院 駿河区小鹿１丁目１番１号

静岡徳洲会病院 駿河区下川原南 11 番１号

清水駿府病院 清水区日立町 17-８

追加 溝口病院 葵区長沼 647 指定要件を満たしているため

区分 医療機関に求められる事項
対応

（○・×）

身体合併

症治療

身体合併症の入院治療と精神科医療を実施可能 ○

（精神科、神経科、心療内科を標榜している医療機関のみ回答）

身体科入院医療や身体科通院医療を行う医療機関と診療情報や治

療計画を共有する等して連携している

○

連携先（病院・診療所名）
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精神疾患の「統合失調症治療」を担う医療機関 【変更なし６・変更１】

精神疾患の「うつ病・躁うつ病、産後うつ病治療」を担う医療機関【変更なし９・変更３】

県下全域拠点 ☆
県下全域の拠点と し て情報発信、 人材育成、

地域連携拠点の支援、 難治性疾患等への対応

地域連携拠点

（ 圏域拠点）
◎

県下全域拠点と 連携し た情報発信、 研修の実施及び

地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応

動向 医療機関名 所在地 備考

静岡県立こころの医療センター 葵区与一４丁目１番１号 ☆

静岡県立こども病院 葵区漆山 860

第一駿府病院 葵区沓谷１-30-20

日本平病院 清水区駒越 2359-24

清水駿府病院 清水区日立町 17-８ ◎

溝口病院 葵区長沼 647

追加 静岡県立総合病院 葵区北安東４丁目 27 番１号 ◎ 指定要件を満たしているため

動向 医療機関名 所在地 備考

静岡県立こころの医療センター 葵区与一４丁目１番１号 ☆

静岡市立静岡病院 葵区追手町 10 番 93 号 ○△

静岡赤十字病院 葵区追手町８番２号 ○△

第一駿府病院 葵区沓谷１-30-20 ○

溝口病院 葵区長沼 647 ○

静岡済生会総合病院 駿河区小鹿１丁目１番１号 ○△

静岡市立清水病院 清水区宮加三 1231 番地 △

日本平病院 清水区駒越 2359-24 ○

清水駿府病院 清水区日立町 17-８ ◎○

変更 静岡県立こども病院 葵区漆山 860 ○ → ○△

変更 静岡県立総合病院 葵区北安東４丁目 27 番１号 ○△→ ○

変更 静岡済生会総合病院 駿河区小鹿１丁目１番１号 ○△ → ◎○△
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精神疾患の「依存症治療」を担う医療機関 【変更なし１】

精神疾患の「PTSD 治療」を担う医療機関 【変更なし３・追加１】

県下全域拠点 ☆
県下全域の拠点と し て情報発信、 人材育成、

地域連携拠点の支援、 難治性疾患等への対応

地域連携拠点

（ 圏域拠点）
◎

県下全域拠点と 連携し た情報発信、 研修の実施及び

地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応

○
う つ病・ 躁う つ病患者の状況に応じ て適切な精神科

医療を提供する。

△
産後う つ病患者の状況に応じ て適切な精神科医療を

提供する。

診断、 治療が可能

県下全域拠点 ☆
県下全域の拠点と し て情報発信、 人材育成、

地域連携拠点の支援、 難治性疾患等への対応

地域連携拠点

（ 圏域拠点）
◎

県下全域拠点と 連携し た情報発信、 研修の実施及び

地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応

○
アルコ ール依存症患者の状況に応じ て適切な精神科

医療を提供する。

△
薬物依存症患者の状況に応じ て適切な精神科医療を

提供する。

□
ギャ ンブル依存症患者の状況に応じ て適切な精神科

医療を提供する。

診断、 治療が可能

県下全域拠点 ☆
県下全域の拠点と し て情報発信、 人材育成、

地域連携拠点の支援、 難治性疾患等への対応

地域連携拠点

（ 圏域拠点）
◎

県下全域拠点と 連携し た情報発信、 研修の実施及び

地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応

動向 医療機関名 所在地 備考

静岡県立こころの医療センター 葵区与一４丁目１番１号 ☆

動向 医療機関名 所在地 備考

静岡県立こころの医療センター 葵区与一４丁目１番１号 ☆

静岡県立こども病院 葵区漆山 860

静岡済生会総合病院 駿河区小鹿１丁目１番１号

追加 第一駿府病院 葵区沓谷１-30-20 指定要件を満たしているため
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精神疾患の「高次脳機能障害治療」を担う医療機関 【変更なし６・追加１】

精神疾患の「摂食障害治療」を担う医療機関 【変更なし２】

精神疾患の「てんかん治療」を担う医療機関 【変更なし８】

県下全域拠点 ☆
県下全域の拠点と し て情報発信、 人材育成、

地域連携拠点の支援、 難治性疾患等への対応

地域連携拠点

（ 圏域拠点）
◎

県下全域拠点と 連携し た情報発信、 研修の実施及び

地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応

県下全域拠点 ☆
県下全域の拠点と し て情報発信、 人材育成、

地域連携拠点の支援、 難治性疾患等への対応

地域連携拠点

（ 圏域拠点）
◎

県下全域拠点と 連携し た情報発信、 研修の実施及び

地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応

動向 医療機関名 所在地 備考

静岡県立こころの医療センター 葵区与一４丁目１番１号 ◎

静岡リハビリテーション病院 葵区富沢 1405 ◎

静清リハビリテーション病院 葵区春日２-12-25 ◎

静岡市立清水病院 清水区宮加三 1231 番地 ◎

しずおか整形外科病院 静岡市葵区柚木 90-１ ◎

静岡赤十字病院 葵区追手町８番２号

追加 静岡県立総合病院 葵区北安東４丁目 27 番１号指定要件を満たしているため

動向 医療機関名 所在地 備考

静岡県立こころの医療センター 葵区与一４丁目１番１号 ☆

静岡県立こども病院 葵区漆山 860 ☆

動向 医療機関名 所在地 備考

静岡てんかん・神経医療センタ

ー

葵区漆山 886 ☆

静岡県立こども病院 葵区漆山 860 ◎

静岡県立総合病院 葵区北安東４丁目 27 番１号

静岡赤十字病院 葵区追手町８番２号

静岡済生会総合病院 駿河区小鹿１丁目１番１号 ◎

静岡徳洲会病院 駿河区下川原南 11 番１号

静岡市立清水病院 清水区宮加三 1231 番地 ◎

日本平病院 清水区駒越 2359-24
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精神疾患の「自殺未遂治療」を担う医療機関 【変更なし８・変更１】

精神疾患の「児童・思春期精神疾患治療」を担う医療機関 【変更なし３】

県下全域拠点 ☆
県下全域の拠点と し て情報発信、 人材育成、

地域連携拠点の支援、 難治性疾患等への対応

地域連携拠点

（ 圏域拠点）
◎

県下全域拠点と 連携し た情報発信、 研修の実施及び

地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応

県下全域拠点 ☆
県下全域の拠点と し て情報発信、 人材育成、

地域連携拠点の支援、 難治性疾患等への対応

地域連携拠点

（ 圏域拠点）
◎

県下全域拠点と 連携し た情報発信、 研修の実施及び

地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応

県下全域拠点 ☆
県下全域の拠点と し て情報発信、 人材育成、

地域連携拠点の支援、 難治性疾患等への対応

地域連携拠点

（ 圏域拠点）
◎

県下全域拠点と 連携し た情報発信、 研修の実施及び

地域医療機関への支援や難治性疾患等への対応

動向 医療機関名 所在地 備考

静岡県立こころの医療センター 葵区与一４丁目１番１号 ☆

静岡県立総合病院 葵区北安東４丁目 27 番１号

静岡市立静岡病院 葵区追手町 10 番 93 号

静岡赤十字病院 葵区追手町８番２号

溝口病院 葵区長沼 647

静岡済生会総合病院 駿河区小鹿１丁目１番１号

日本平病院 清水区駒越 2359-24

清水駿府病院 清水区日立町 17-８ ◎

変更 静岡県立こども病院 葵区漆山 860 → ◎

○精神疾患の「児童・思春期精神疾患治療」を担う医療機関

動向 医療機関名 所在地 備考

静岡県立こころの医療センター 葵区与一４丁目１番１号 ☆

静岡県立こども病院 葵区漆山 860 ☆

清水駿府病院 清水区日立町 17-８ ◎
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＜Ⅹ 周産期＞

周産期の「正常分娩」を担う医療機関 【変更なし 22・削除４】

動向 医療機関名 所在地 備考

静岡県立こども病院 葵区漆山 860

静岡県立総合病院 葵区北安東４丁目 27 番１号

静岡市立静岡病院 葵区追手町 10 番 93 号

静岡赤十字病院 葵区追手町８番２号

静岡済生会総合病院 駿河区小鹿１丁目１番１号

静岡市立清水病院 清水区宮加三 1231 番地

依藤産婦人科医院 葵区上足洗二丁目１-９

くさなぎマタニティクリニック 駿河区聖一色 441-１

たむらウィメンズクリニック 駿河区片山３-３

おおいしレディースクリニック 清水区押切 2416

渡辺助産院 葵区上足洗一丁目４-１

くさの助産院 葵区瀬名川三丁目 14-13

たまがわ助産院 葵区瀬名三丁目 39-10

まき助産院 葵区与一三丁目４-16

いなば助産院 葵区瀬名川３丁目 13-44

おしか助産院 駿河区小鹿 1366-11

いぶきの助産院 駿河区丸子五丁目 18-20

ぶどうの木助産院 駿河区中村町 16-４

助産院こうのとり 駿河区栗原 26 番 14-５号

ノア助産院 清水区下野町２-１

ふね助産院 清水区渋川三丁目２番７号

助産院 太陽と月 （所在地非公表）

削除 今井産科婦人科クリニック 葵区馬場町８ ２階 要件を満たしていないため

削除 庄司産婦人科 清水区江尻東１丁目５-４ 要件を満たしていないため

削除 己智助産院 駿河区有東二丁目５-５-１ 要件を満たしていないため

削除 さよ助産院 駿河区下川原三丁目 23-６ 要件を満たしていないため
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＜Ⅺ 小児医療（小児救急医療を含む。）＞

小児医療（小児救急医療を含む。）の「小児専門医療」を担う医療機関 【変更なし５】

動向 医療機関名 所在地 備考

静岡県立こども病院 葵区漆山 860

静岡県立総合病院 葵区北安東４丁目 27 番１号

静岡市立静岡病院 葵区追手町 10 番 93 号

静岡済生会総合病院 駿河区小鹿１丁目１番１号

静岡市立清水病院 清水区宮加三 1231 番地
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糖尿病病診連携システムについて（報告）

１ 静岡保健医療圏の取組

第９次静岡県保健医療計画 静岡保健医療圏（138 頁）

３ 疾病・事業及び在宅医療の医療連携体制

（４）糖尿病

イ 施策の方向性

（イ）医療（医療提供体制）

○イーツーネット糖尿病病診連携システムの構築に向け、関係機関との協議

を実施します。

○医療機関間の連携強化のため、糖尿病標準治療マニュアルに準拠した診療

を行う診療所を整備します。加えて、標準的治療を実施する医療機関を公

表する等市民への周知を実施します。

２ 糖尿病病診連携システムの構築について

資料４-２のとおり（静岡市静岡医師会から提供）

３ 医療機関の公表について

年度内の静岡市ホームページでの公表に向け準備中

【連携パス参加医療機関】

・病院 静岡市立静岡病院、静岡県立総合病院、静岡赤十字病院、静岡済生

会総合病院（今後追加予定）

・医科診療所 ３９施設（令和７年２月４日現在）

・連携可能な歯科診療所 １３０施設（令和７年１月２８日現在）

＜参考 第９次静岡県保健医療計画 静岡保健医療圏（131 頁）＞

○本計画（静岡医療圏）に参加する具体的な医療機関名については、住民に

も広く周知を図る必要があることから、静岡市のホームページ等において

も準備が整った順に公表を行うとともに、更新等があった場合には適宜公

表内容に反映させることとします。

資料４-１
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あなたの糖尿病は、専⾨医・多職種との連携診療が必要です 
 

 

 

 
 
■糖尿病は透析を始めなければならない原因となる病気の第⼀位を占めています。 
■静岡市糖尿病連携パスとは、⾎糖管理がうまくいかない状態が持続している、または糖
尿病性腎臓病、すなわち糖尿病があり、腎臓が悪くなってきている（尿検査異常がみら
れる又は⾎清クレアチニン値が上昇している）患者さまにおいて、今後の心臓病・脳⾎管
疾患の発症や、腎機能悪化→⾎液透析導⼊などを最⼩限とするための連携医療です。 

■かかりつけ医と、糖尿病・腎臓を専⾨とする医師が連携し、患者さんを診察します。 
 
 

専門医 
・糖尿病と腎臓病の進⾏程度を⾒極めるた
め、⾎液・尿検査・超⾳波検査などの画像
検査を⾏います 結果に応じて栄養や治療
の⽀援、他の診療科の予約等を⾏います 
・必要な診療や検査、⽀援が終わったら、
かかりつけ医にもどし紹介をします 
・専⾨医による経過観察は必要ですので、
原則として再診の予約を⼊れてお帰りいた
だきます 

 

静岡市糖尿病連携パスのご案内  

・HbA1C 8.0%超が持続している 
・以下の様な、糖尿病性腎臓病の徴候がある  
 尿アルブミン指数が 30mg/g・Cre 以上、または尿蛋⽩１＋以上 
 (49 歳以下で) eGFR＜60  
 (50~69 歳で) eGFR＜50  
 (70 歳以上で）eGFR＜40  

かかりつけ医 
・患者さまが専⾨医受診をすべきかどうか
をかかりつけ医が判断します   

・連携パス票や検査結果等を準備し、専
⾨医外来の予約をします 

・専⾨医での検査や診療が終わったあと、
結果とともに再度もどし紹介を受け、改め
て定期通院での加療を⾏います 

・数ヶ⽉~１年間の外来診療ののち、改
善有無を判定、次回の専⾨医予約日に
向けて再度紹介をします 
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[連携パス開始用（診療所→病院/専門医）]

紹介先医療機関

[紹介目的・依頼の内容] [希望する検査]

連携診療(数ヶ月に1回貴院にも受診)の希望 腹部エコー ABI・baPWV

今後の医療を貴院に依頼したい 頸動脈エコー 体組成

医療をしばらく貴院に任せ、安定後もどし紹介希望 心エコー 骨密度測定

合併症の精査 検査/支援入院希望 その他 （ ）

治療の見直し・助言 フットケア

栄養指導 療養指導

その他 （ ）

大 ・ 昭 男

平 ・ 令 女

## 1．あり （ ） ## 2．なし ## 3．不明

（ ） （ 年 ） 不明

高血圧 脂質異常症 肥満症 網膜症 腎症 神経障害

虚血性心疾患 心不全 脳血管疾患 その他 （ ）

H bA１C  ＞8％遷延 尿ALB指数＞30m g/gC re 尿蛋白１＋以上

eG FR＜60(49歳以下) eG FR＜50(50‐69歳) eG FR＜40(70歳以上）

インスリン導入となった場合： 当院で対応可能です 当院で対応困難です

GLP-1/GIP製剤導入の場合： 当院で対応可能です 当院で対応困難です

持参資料 １．データ（ ） ２．その他（ ）

　　別紙で診療情報提供書を添付します

先生　侍史

氏　名

ふりがな

様

年 月

紹介元医療機関

年

科

日

住　所
電話番号

生年
月日

患
者

月 日

１型

印

性
別

喫煙中

なし

２型 その他 不明 罹病期間

喫煙：

画像 検査結果 生活習慣病療養計画書

糖尿病連携手帳は患者が持参します

医　師　名

歳

患者ID

病名(主訴) 糖尿病

合併症

糖尿病連携
紹介基準

貴院への受診歴

禁煙後

静岡市糖尿病連携パス票 （診療所→病院/専門医）
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紹介先医療機関

紹介元医療機関

先生　侍史

ふりがな 男

患者氏名 女

生年月日 当院ID

現在の病状

当院の受診間隔

　　4.  その他（　　　　　　　　　　　　）

その他のお願い・
連絡

　　6.心エコー，胸腹CT

今回の処方

　　　変更なしです。現行のままでお願いします。
　　　薬を追加しました（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　薬を減量・削除しました（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　(                        )を処方追加して下さい
　　　お薬手帳をご参照ください

　　　禁煙の説明をお願いします
　　　(       kg)減量するように説明しています
　　　車の運転を控えるように伝えています
　　　1日　　分程度散歩するように説明しています
　　　定期的に歯科受診するように勧めています

[連携パス返信用（病院/専門医→診療所）]

＊病院受診当日は「お薬手帳」・「糖尿病連携手帳」も持参するようお伝えください。

＊検査データはコピーを患者さんにお渡しください。診療情報提供書の原本は患者さんにお渡しください。

次回予約日（病院/専門医）

　　　 　　年　　　  　月　　 　　　日

今回実施した
糖尿病支援

　　1. 栄養指導（　　　　Kcal） 　　2.  療養指導

　　3.  ABI・baPWV

　　　6ヶ月フォロー　　　　1年フォロー　　　　（　　）ヶ月or（　　） 年フォロー　　　　　随時　　　

　　　安定　　　　合併症進行（腎・網膜・神経・大血管）　　　血糖値安定に更なる調整が必要

当院からの
依頼事項

　　　　　ヶ月毎にH bA 1cを測定して下さい
　　　　　ヶ月毎に尿中微量アルブミンを測定して下さい
　　　H bA1cが　　　％を超えた場合は、当院を受診させて下さい
　　　体重が　　　Kg以上増加もしくは減少した場合は、当院に受診するように勧めて下さい
　　　6ヶ月 or 1年に1回、眼科を受診するように勧めてください

　　3.  フットケア

今回実施した
検査

　　4.  骨密度測定 　　5.  体組成

西暦                 年　　　　　　月　　　　　　日

　　1.  腹部エコー 　　2.  頸動脈エコー

　 　　　年　　 　　月　　　 　日

医師名

静岡市糖尿病連携パス票 返信 （病院/専門医→診療所）
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紹介先医療機関

先生侍史

[紹介目的・依頼の内容] [希望する検査]

６か月後の再診 １年後の再診 腹部エコー ABI・baPWV

（ ） （ ） 年後の再診 頸動脈エコー 体組成

臨時の再診 心エコー 骨密度測定

治療の見直し・助言 フットケア その他 （ ）

栄養指導 療養指導

その他 （ ）

大 ・ 昭 男

平 ・ 令 女

（ ） ## ##

高血圧 脂質異常症 肥満症 網膜症 腎症 神経障害

虚血性心疾患 心不全 脳血管疾患 その他 （ ）

安定 合併症進行 血糖値安定に更なる調整が必要

直近の検査： H bA 1C （ ） 尿ALB指数 （ 尿蛋白 （ ）

特記事項など：

持参資料 １．データ（ ） ２．その他（ ）

糖尿病連携手帳は患者が持参します

[連携パス再診用（診療所→病院/専門医]

20 年 月 日

医　師　名 印

科
紹介元医療機関

住　所
電話番号

か月後 または

患
者

ふりがな

様
生年
月日

貴院ID

歳
性
別氏　名

年 月 日

FALSE

　　別紙で診療情報提供書を添付します

画像 検査結果 生活習慣病療養計画書

合併症

現在の病状
）m g/gC re

静岡市糖尿病連携パス票 再診用 (診療所→病院/専門医)
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紹介先医療機関

先生　侍史

ふりがな 男

患者氏名 女

生年月日 電話 ID番号

診断名

　　　7.  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

家族歴

アレルギー歴

当院の受診間隔

その他のお願い・
連絡

　　　6.  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＊病院受診当日は「お薬手帳」「糖尿病連携手帳」を持参するようお伝えください。

＊検査データはコピーを患者さんにお渡しください。診療情報提供書の原本は患者さんにお渡しください。

紹介元医療機関

実施済の検査

　　1.  腹部エコー 　　2.  頸動脈エコー 　　3.  ABI・baPWV

　　4.  骨密度測定 　　5.  体組成 　　6.心エコー，胸腹CT

　　無　　　有（　　父　　　母　　　祖父母　　　兄弟・姉妹　　　従兄弟　　　その他　　　　　　　　）

　　無　　　有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　6ヶ月フォロー　　　　1年フォロー　　　　（　　）ヶ月or（　　） 年フォロー　　　　　随時　　

当院からの
依頼事項

　　　　　ヶ月毎にH bA 1cを測定して下さい
　　　　　ヶ月毎に尿中微量アルブミンを測定して下さい
　　　H bA1cが　　　％を超えた場合は、当院を受診させて下さい
　　　体重が　　　Kg以上増加もしくは減少した場合は、当院に受診させて下さい
　　　6ヶ月 or 1年に1回、眼科を受診するようにお勧めください

　　　禁煙指導お願いします
　　　(       kg)減量するように指導しています
　　　車の運転を控えるように伝えています
　　　1日　　分程度散歩するように指導しています
　　　定期的に歯科受診するように勧めています

　　糖尿病（　　1型　・　　2型　・　　その他　　　　　　　　不明）　（罹病期間　　　　年　　　　　不明）

既往歴

　　　1.  高血圧 　　　2.  脂質異常症 　　　3.  肥満症

　　　4.  心筋梗塞・狭心症 　　　5.  心不全 　　　6.  脳梗塞

                 年　　　　　　月　　　　　　日

医師名

次回予約日（病院/専門医）

　　　 　　年　　　  　月　　 　　　日

[連携パス開始用（病院/専門医→診療所）]

 　　　年　　 　　月　　　 　日

静岡市糖尿病連携パス票 （病院/専門医→診療所）
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令和６年 12月１日

（件 名）

静岡県医師数等調査の結果について

(医療局地域医療課)

１ 調査要旨

静岡県医療対策協議会の提言に基づき、定期的に県内の医師の地域別、診療科別の勤

務状況を把握することにより、効果的な医師確保対策を実施するため、県内の公的病院

等を対象に、医師数等の調査（年２回）を実施している。

なお、結果については、県医療対策協議会において報告している。

２ 調査方法

（1）対 象

公的病院等 56 病院

（2）調査項目（令和６年 10月１日時点の調査）

（3）医師不足数の算出

病院別・診療科別の職員定数等から常勤医師数等（常勤医、専攻医）を引き、合計し

た数

※常勤医師数等が定数を上回る場合は不足０

区 分 内 容 備 考

診療科情報
診療科分類、職員定数等、

休廃止状況

○職員定数等
・条例で定数を定めている場合

その定数を診療科ごとに記載
・上記以外

最低限必要な医師数を記載
○口腔外科

歯科医師との領域の重複を避けるため、職員
定数、現員医師数とも調査結果から除外

勤務医

個別情報

診療科、雇用形態、
指導医資格、専門医資格、

退職予定

臨床研修医は対象外
○雇用形態

常勤・非常勤のほか、雇用・非雇用を区別

専攻医の

受入状況

専攻医の受入可能数、

今後の見込み、受入条件

資料７
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３ 令和６年 10 月の調査結果

（1）概 要

○職員定数 4,468人

○常勤医師数等（臨床研修を除く） 4,010人（うち専攻医（常勤）は 716人）

○実質的な不足数 782人（充足率 82.5％）
（単位：人）

※１…当時の調査対象は 48病院であり、非常勤の扱いも異なるため、単純比較は出来ない。

※２…病院別・診療科別の職員定数を満たさない医師数を積み上げた、実質的な不足数である。

【参考：経年表（各年４月１日時点）】

区 分 R6.10.1
H26.4.1※1

(配置開始)

R5.10.1

(１年前)

R6.4.1

(半年前)

10.5 年

変化※1 1 年変化 半年変化

職員定数（Ａ） 4,260 3,309 4,263 4,250 951 ▲3 10

常 勤 医 師 数 等

（Ｂ）
3,840 2,991 3,804 3,898 849 36 ▲58

常勤医 3,124 2,465 3,097 3,215 659 27 ▲91

専攻医（常勤） 716 526 707 683 190 9 33

非常勤 1,436 995 1,352 1,364 441 84 72

不足数※２（Ｃ） 730 511 739 659 219 ▲9 71

充足率（Ｄ＝１－Ｃ/Ａ） 82.9% 84.6% 82.7% 84.3% ▲1.69pp ▲0.20pp ▲1.44pp

区分 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

職員

定数
2,991 3,161 3,205 3,309 3,493 3,569 3,632 3,664

常勤

医師数
2,753 2,829 2,884 2,991 3,167 3,191 3,209 3,279

不足数 455 501 526 511 574 521 599 615

区分 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R6-H23

職員

定数
3,753 3,958 4,142 4,187 4,205 4,250 1,259

常勤

医師数
3,450 3,486 3,670 3,701 3,814 3,898 1,145

不足数 649 702 701 754 670 659 204
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地域医療連携推進法人ふじのくに社会健康医療連合の参加法人の追加について

１ 概 要

地域医療連携推進法人ふじのくに社会健康医療連合から、独立行政法人国立病院機構（静岡
医療センター）の参加についての事前協議があったので、御協議いただきたい。

２ 地域連携推進法人ふじのくに社会健康医療連合の概要

３ 新たに参加する医療機関等の概要
（１）新たに参加する医療機関

（２）医療連携推進区域の追加

現行の「静岡市」の記載を「静岡医療圏」に変更し、「駿東田方医療圏」を追加する。

（３）参加の理由

参加法人間の医師確保及び交流を主な目的とし、県東部地域の医師確保及び交流に貢献する。

（県立総合病院及び県立こども病院から医師を派遣予定）

名 称 独立行政法人国立病院機構 静岡医療センター

代 表 者 病院長 岡﨑 貴裕

所 在 地 静岡県駿東郡清水町長沢762－１

病 床 数 450床

診 療 科

内科、脳神経内科、精神科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、リウマチ科、

小児科、外科、整形外科、形成外科、脳神経外科、呼吸器外科、心臓血管外科、消化

器外科、小児外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、放射線

科、歯科口腔外科、麻酔科、リハビリテーション科、病理診断科、救急科

沿 革

・昭和42年４月：国立三島病院と沼津病院の統合により、国立東静病院として発足

・平成16年４月：国立病院機構への移行により、静岡医療センターに改称

・平成29年10月：静岡富士病院と機能統合

附属施設 静岡医療センター附属静岡看護学校

区 分 内 容

名 称 地域医療連携推進法人ふじのくに社会健康医療連合

認 定 日 令和３年４月７日

代 表 理 事 宮地良樹（公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学理事長）

主たる事務所の所在地 静岡県静岡市葵区北安東四丁目27番１号

医療連携推進区域 静岡市

参 加 法 人
（医療機関等）

・地方独立行政法人静岡県立病院機構（静岡県立総合病院、静岡県立こころの

医療センター、静岡県立こども病院）

・独立行政法人地域医療機能推進機構（桜ヶ丘病院）

・公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学（静岡社会健康医学大学院大学）

医療連携推進業務

・医師の確保及び交流

・医療従事者の資質向上に関する共同研修

・医療連携推進方針に沿った連携を推進するための参加法人間の調整

・医療機器等の共同利用

資料８
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病床の変更について

病院名
独立行政法人地域医療機能推進機構

清水さくら病院

開設許可年月日 令和４年３月 25 日

病床数

【159 病床 】

199 床 → 159 床
（一般病床 99 床、地域包括ケア病床 60 床）

変更日 令和７年３月１日

病床変更の理由

現在、許可病床 199 床のところ実働 148 床で運用。静

岡県の地域医療構想を踏まえた病床の適正化、当院の病床

の運営状況から、許可病床は 159 床（一般病床 99 床、地

域包括ケア病床 60 床）で運用予定。

資料９
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令和６年度外来機能報告の集計結果の状況（概要）

１ 要旨

○患者の医療機関選択に当たり、外来機能の情報が十分得られず、また、患者にいわゆる大病
院志向がある中、一部の医療機関に外来患者が集中し、患者の待ち時間や勤務医の外来負担

等の課題が生じている。
○そのため、厚生労働省では外来機能報告制度を創設し、令和４年度から実施している。

２ 外来機能報告の概要

(1) 対象医療機関
病院、有床診療所、（※無床診療所も意向があれば、外来機能報告を行うことが可能。今回、

３機関の報告があった）

(2) 制度概要
地域の医療機関の外来機能の明確化・連携に向けて、データに基づく議論を地域で進めるた

め、医療機関による外来医療の実施報告（外来機能報告）を実施。
外来機能報告に基づき、協議の場（地域医療構想調整会議）において、紹介受診重点外来を

地域で基幹的に担う医療機関として、「紹介受診重点医療機関」を決定する。

＜紹介受診重点外来のイメージ＞

〇医療資源を重点的に活用する入院の前後の外来 （悪性腫瘍手術の前後の外来 など）

〇高額等の医療機器・設備を必要とする外来 （外来化学療法、外来放射線治療 など）

〇特定の領域に特化した機能を有する外来 （紹介患者に対する外来 など）

３ 紹介受診重点外来に関する基準
○初診基準：40％以上（初診の外来件数のうち「紹介受診重点外来」の件数の占める割合）

○再診基準：25％以上（再診の外来件数のうち「紹介受診重点外来」の件数の占める割合）

上記基準を満たさない場合であっても、紹介率50%以上かつ逆紹介率40%以上を参考の水準
とする。

４ 令和６年度報告内容（かっこ内は昨年度報告）

５ 紹介受診重点医療機関（令和６年３月１日公表時点）
25医療機関（うち、病院24機関）

＜構想区域ごとの内訳＞

区 分

１ ２ ３ ４

合計基準：〇
意向：〇

基準：〇
意向：×

基準：×
意向：〇

基準：×
意向：×

病院 18(20) ４(３) ６(４) 111(112) 139(139)

有床診療所 ０(０) ３(６) ０(０) 134(137) 137(143)

無床診療所 １(１) ０(０) ０(０) ２(１) ３(２)

合計 19(21) ７(９) ６(４) 247(250) 279(284)

構想区域 賀茂 熱海伊東 駿東田方 富士 静岡 志太榛原 中東遠 西部

医療機関数 ０ １ ３ １ ７ ３ ２ ８
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令和6年度 外来機能報告の集計結果の状況

構想区域 機関種別

①

基準：〇

意向：〇

②

基準：〇

意向：×

③

基準：×

意向：〇

④

基準：×

意向：×

合計

県全体

病院 18 4 6 111 139

有床診療所 0 3 0 134 137

無床診療所 1 0 0 2 3

計 19 7 6 247 279

賀茂

病院 6 6

有床診療所 1 3 4

無床診療所 0

計 0 1 0 9 10

熱海伊東

病院 1 5 6

有床診療所 6 6

無床診療所 0

計 0 0 1 11 12

駿東田方

病院 2 2 1 36 41

有床診療所 1 32 33

無床診療所 1 1

計 2 3 1 69 75

富士

病院 1 2 9 12

有床診療所 18 18

無床診療所 0

計 1 2 0 27 30

静岡

病院 4 3 15 22

有床診療所 21 21

無床診療所 0

計 4 0 3 36 43

志太榛原

病院 3 8 11

有床診療所 1 11 12

無床診療所 0

計 3 1 0 19 23

中東遠

病院 2 12 14

有床診療所 13 13

無床診療所 0

計 2 0 0 25 27

西部

病院 6 1 20 27

有床診療所 30 30

無床診療所 1 1 2

計 7 0 1 51 59
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１ 令和７年度基金事業予算 （単位：千円）

２ 令和７年度基金事業提案（医療分）の反映状況

令和７年度地域医療介護総合確保基金（医療分）事業

区 分 R6当初予算Ａ R7 当初予算（案）Ｂ Ｂ－Ａ

① 地域医療構想の達成に向けた

医療機関の施設又は設備の整備
465,379 432,236 ▲33,143

①－２ 病床機能再編支援 187,000 716,000 529,000

② 居宅等における医療の提供 423,759 443,929 20,170

④ 医療従事者の確保 2,165,479 2,197,394 31,915

⑥ 勤務医の労働時間短縮に向けた

体制の整備
1,162,000 2,236,649 1,074,649

計 4,403,617 6,026,208 1,622,591

区分 提案件数 反映件数 備考（反映内容）

Ⅰ：地域医療構想の達成 5 1

(1)医療提供体制の改革等 5 1 ④継続:1

(2)その他「病床の機能分化・連携」等 0 0

Ⅱ：在宅医療の推進 10 9

(1)在宅医療を支える体制整備等 7 6
①新規:1、②拡充:1、

③メニュー追加:1④継続:3

(2)在宅医療（歯科）の推進等 2 2 ②拡充:1、④継続:1

(3)在宅医療（薬剤）の推進等 1 1 ④継続:1

Ⅳ：医療従事者の確保・養成 23 11

(1)医師の地域偏在対策等 4 4
①新規:1、③メニュー追加:1、

④継続:2

(2)診療科の偏在対策等 2 0

(3)女性医療従事者支援等 0 0

(4)看護職員等の確保等 15 5 ②拡充:1、④継続:4

(5)医療従事者の勤務環境改善等 2 2 ①新規:1、④継続:1

(6)その他「医療従事者等の確保・養成」等 0 0

その他（整理不能） 3 0

合計 41 21

提案反映状況

①新規事業化 3 ③継続事業へのメニュー追加 2

②継続事業の拡充実施 3 ④継続事業実施 13

反映件数計 21

○関係団体等から 41 件の提案があり、提案趣旨を踏まえ 21 件の内容を事業に反映予定
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３ 事業提案を反映した主な事業

○医師偏在対策強化事業費助成【区分：Ⅳ(1)】

○医療ＤＸ人材養成事業費 【区分：Ⅳ(5)】

○装具使用者フォローアップ推進事業 【区分：Ⅱ(1)】

提

案

提案団 体 国立大学法人浜松医科大学

提案内 容

概 要

・「東部地域を中心とした医師不足地域における医師の確保」と「医師不足地域

に派遣される医師の能力開発・向上の機会の確保」を実現するため、静岡県東

部地域の医療機関を拠点とし、指導医・専攻医をセットで派遣する体制を構築

する。

事

業

反

映

反映内 容

概 要

【新規事業化】

・東部地域の拠点病院への指導医の派遣調整を寄附講座等により実施。

所 管 課 地域医療課（医師確保班） 予算額（基金） 30,000 千円

提

案

提案団 体 国立大学法人浜松医科大学

提案内 容

概 要

・医療ＤＸ人材を養成するための講座を開設する。

・県内医療機関向けのＤＸ相談窓口や、ＤＸに係る事業を立案し、国やシステム

ベンダーに提案する機能も当該講座に設ける。

事

業

反

映

反映内 容

概 要

【新規事業化】

・県内医療機関の勤務環境改善等に資するよう、医療ＤＸに精通した人材を養成

するための寄附講座を実施する。

所 管 課 医療政策課（医療企画班） 予算額（基金） 30,000 千円

提

案

提案団 体 国立大学法人浜松医科大学

提案内 容

概 要

・補装具に関するパンフレットを作製する。

・講演会を実施する。

事

業

反

映

反映内 容

概 要

【新規事業化】

・医療機関を含む関係機関の連携体制の構築やフォローアップ体制構築に向けて

全県域を対象とした広報物の作成及び講演会を実施する。

所 管 課 障害福祉課（身体障害福祉班） 予算額（基金） 1,000 千円
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○医療・介護一体改革総合啓発事業 【区分：Ⅱ(1)】

○認知症関係人材資質向上等事業 【区分：Ⅱ(1)】（基金事業上は介護メニュー）

○がん医科歯科連携推進事業 【区分：Ⅱ(2)】

提

案

提案団 体 静岡県病院協会

提案内 容

概 要

人生の最終段階における「適切な意思決定推進」のための取組

・診療報酬上必要な「適切な意思決定支援に関する指針」の現状調査を実施する。

・各病院の指針策定の際に参考となる「モデル指針」を作成する。

・病院関係者を対象とした研修会を実施する。

事

業

反

映

反映内 容

概 要

【継続事業へのメニュー追加】

・適切な意思決定支援に関する指針の策定状況調査、モデル指針の作成及び病院

関係者を対象とした研修会を実施する。

所 管 課 医療政策課（医療企画班） 予算額（基金） 3,000 千円

提

案

提案団 体 静岡県医師会

提案内 容

概 要

・認知症ケア体制構築のための地域リーダー養成研修を開催する。

・認知症サポート医リーダー連絡会を運営する。

・認知症サポート医間の交流を促進する。

事

業

反

映

反映内 容

概 要

【継続事業の拡充実施】

・地域での支援体制充実のため、交流事業委託先を拡充する。

所 管 課 福祉長寿政策課（地域包括ケア推進班） 予算額（基金） 2,300 千円

提

案

提案団 体 静岡県歯科医師会

提案内 容

概 要

・地域がん診療連携拠点病院等を対象に医師、看護師、地域連携室事務職員等に

周術期口腔機能管理の効果や具体的な連携方法に関する研修を実施する。

・歯科医療関係者に最新の抗がん剤治療や緩和ケアの研修を行うことで、がん診

療医科歯科連携の一層の充実を図る。

・県民に対して周術期口腔機能管理による健康維持・増進の重要性を普及啓発す

る。

事

業

反

映

反映内 容

概 要

【継続事業の拡充実施】

・歯科医療関係者に対する研修内容を拡充する（口腔がん関連）。

所 管 課 疾病対策課（がん対策班） 予算額（基金） 900 千円
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○ふじのくにバーチャルメディカルカレッジ運営事業【区分：Ⅳ(1)】

○看護の質向上促進研修事業（中小医療機関勤務看護職員向け研修）【区分：Ⅳ(4)】

提

案

提案団 体 国立大学法人浜松医科大学

提案内 容

概 要

・病院の垣根を越えて、医学部生・初期臨床研修医・専攻医・指導医がシームレ

スに参加できるコミュニティの形成を促すため、初期臨床研修医等が早期に取

得すべき基本的な手術手技などを学習できる動画配信プラットフォームを構

築する。

・将来的には、医学部卒業生が県内で初期臨床研修に参加し、初期臨床研修後に

は県内の専門研修プログラムに参加しつつ、後輩の研修医を指導する屋根瓦式

の育成方法を回転させることで、静岡県内に定着する医師の確保を促進するこ

とを目的とする。

事

業

反

映

反映内 容

概 要

【継続事業へのメニュー追加】

・医学修学研修資金利用者の研修環境向上等のため、多様な手術症例等の動画配

信体制を整備する。

所 管 課 地域医療課(医師確保班) 予算額（基金） 6,400 千円

提

案

提案団 体 静岡県看護協会

提案内 容

概 要

・高齢者権利擁護推進事業「看護実務者研修」の修了者を対象とするステップア

ップ研修の実施。

事

業

反

映

反映内 容

概 要

【継続事業の拡充実施】

・高齢者介護・看護を担う看護職員を対象とした研修を実施する。

所 管 課 地域医療課(看護師確保班) 予算額（基金） 5,300 千円
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４ 令和７年度地域医療介護総合確保基金(医療分) 業提案及び反映状況（継続提案等）

※区分Ⅰ：病床機能分化・連携推進、Ⅱ：在宅医療推進、Ⅳ：医療従事者等確保（単位：千円）

No. 区分 提案団体
提案

項目
提案事業内容

基金事業名

（予定）

Ｒ７計画

（予定）

基金充

当額

担当課

1 Ⅰ(1)

ふじのくにねっと事務局

（地方独立行政法人静岡

県立病院機構 静岡県

立総合病院）

設備整

備

地域における医療連携を進め

るため、病病/病診間の医療情

報の共有を行っている「ふじのく

にねっと」の機器整備に要する

費用への助成継続

地域医療連携推

進事業費助成
24,200

○医療政策課

（医療企画班）

2 Ⅱ(3) 県薬剤師会
研修会

開催等

地域包括ケアシステム構築の

ため、地域連携薬局の推進によ

る多職種との連携強化や、在宅

医療を担う薬剤師を養成

かかりつけ薬剤

師・薬局普及促

進事業

9,000
○薬事課

(薬事企画班)

3 Ⅳ(4) 県薬剤師会
研修会

開催等

薬剤師の仕事への興味と理解

を深め、将来、医療の担い手と

して薬剤師という職業を進路の

選択肢としてもらえるよう「薬剤

師のお仕事紹介」事業を実施す

る。

薬剤師確保総合

対策事業費
1,300

○薬事課

(薬事企画班)

4 Ⅳ(4) 県病院薬剤師会
研修会

開催等

新人研修会、中堅ステップアッ

プ研修会、中堅マネジメントスキ

ルアップ研修会の実施による離

職防止、資質向上

薬剤師確保総合

対策事業費
600

○薬事課

(薬事企画班)

5 Ⅳ(4) 県病院薬剤師会
研修会

開催等

トップマネジメント研修会の実施

による離職防止、人材育成、求

人対策

薬剤師確保総合

対策事業費

（No.4 の範囲内

で実施）

(600)
○薬事課

(薬事企画班)

6 Ⅳ(4) 県病院薬剤師会

業界研

修会開

催等

全国の薬学生に向けた静岡県

病院合同業界研究会（オンライ

ン）による病院の求職活動の強

化、薬学生の就職活動支援

薬剤師確保総合

対策事業費
2,300

○薬事課

(薬事企画班)

7 Ⅱ(2) 県歯科医師会

マ ッ チ

ン グ 支

援

地域の歯科医療提供体制確保

を図るためのマッチングを行う。

在宅歯科医療推

進事業費
4,273

○医療政策課

（医療企画班）

P67



8 Ⅳ(1) 県医師会 研修会

若手医師確保のため、臨床研

修医が一堂に会する「Welcome

Seminar」や、キャリアパス支援

事業「屋根瓦塾 in Shizuoka」等

の開催

臨床研修医定着

促進事業費
6,200

○地域医療課

（医師確保班）

9 Ⅳ(1) 県医師会

シ ス テ

ム 運

営 、 調

査 、 情

報発信

医師確保に向けたサポートを目

的として運用を開始した「静岡

県医師バンク」の運営、機能・広

報の拡充

静岡県ドクター

バンク運営事業

費

13,600

○地域医療課

（医師確保班）

○医療政策課

（医療企画班）

10 Ⅳ(5) 県医師会 研修会

医師の働き方改革を推進する

ための医療クラークの教育体制

整備に向けた研修会、女性医

師就労支援に向けた講演会等

の開催

○医師・看護師

事務作業補助者

教育体制整備事

業費

○女性医師就労

支援事業費

4,800
○地域医療課

（医師確保班）

11 Ⅱ(1) 県医師会
拠点運

営

地域包括ケアシステムの整備

に向け、在宅医療・介護連携の

ためのネットワーク形成の拠点

となる「シズケアサポートセンタ

ー」の運営継続

在宅医療・介護

連携推進事業費
30,000

○福祉長寿政

策課

（地域包括ケア

推進班）

12 Ⅱ(1) 県医師会 助成

シズケア＊かけはしの普及拠

点づくりのさらなる拡大・発展に

向け、本システムを地域包括ケ

アシステム構築における基盤と

して位置付けた地域づくりへの

取組を支援

シズケア＊かけ

はし地域づくり

推進事業

15,300

○福祉長寿政

策課

（地域包括ケア

推進班）

13 Ⅱ(1) 県医師会 研修会

かかりつけ医を対象とした地域

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ基礎研修の実施

や、かかりつけ医への支援、市

町・地域包括支援センターとの

連携づくりの協力を行う「サポー

ト医」の養成

地域リハビリテ

ーション強化推

進事業

1,687

○福祉長寿政

策課

（地域包括ケア

推進班）
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